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冷凍食品（100+1）周年を迎えて
～冷凍野菜のさらなる進化を目指して～

一般社団法人日本冷凍食品協会　総務企画部　部長　森実　俊彦

１　�日本の冷凍食品の（１００＋１）年の
変遷
日本の冷凍食品事業は、昨年１００周年
を迎えており、２０２１年は１０１周年に
当たる。過去１００年にわたる日本の冷凍
食品の発展を踏まえ、これから新たな世紀
が始まることから、本年を（１００＋１）
周年と位置付け、冷凍食品のさらなる進化
を目指していきたいと考えている。
冷凍食品の歴史は、北海道の森町が発祥
の地である。現在の家庭用冷凍食品に近い
商品は昭和初期にはすでに販売されていた
が、戦後に、新たな業務用需要の創出とと
もに、冷凍食品は急速に発展を遂げる。
発展へのエポックとして、業務用では、
昭和２９年に学校給食法制定による学校給
食での採用拡大、３２年に南極観測昭和基
地での越冬用食料としての採用、３９年の
東京オリンピックの選手村で採用、４５年
の万国博覧会での飲食店での使用、５０年
代のファミリーレストランなど外食産業の
展開でクローズアップされたことなどが挙
げられる。また、家庭用では、戦後、２０
年代半ばに百貨店で冷凍食品売場が創設さ
れたことに始まり、３８年にスーパーマー
ケットで初めて冷凍食品売場が開設されて
飛躍的に広がったことが挙げられる。また、
３０年代から、“三種の神器”であった家庭

用冷蔵庫が急速に普及したこと、その後の
電子レンジの普及が冷凍食品の拡大に大き
く寄与した。
現在の日本の冷凍食品市場規模は、当協
会の調査では、令和２年の国内生産量が
１５５万１０００トン、国内生産額（工場
出荷額ベース）が７０２８億円、当会会員
企 業 の 調 理 冷 凍 食 品 の 輸 入 量 が
２５万６０００トン、金額が１５６８億円、
また、財務省貿易統計による冷凍野菜輸入
量が１０３万２０００トン、金額が
１８６７億円であった。これらを合計した
総消費量は２８４万トン、金額では
１兆４６３億円であった。また、コロナ禍
の影響により、２年の国内生産額は、初め
て家庭用が業務用を上回った。
２年は、国内生産量がコロナ禍で減少し
たが、１０年前との対比では、数量は
１０．８％の増加、金額では１１．８％の
増加と伸長している。また、国民１人当た
りの冷凍食品の消費量は、平成２年に１０
キログラムを超え、昨年は２２．６キログ
ラムであった。この数値は１０年前と比べ
ると３．４キログラムの増加となっており、
フランス、イタリアなどを上回ったが、米
国、イギリスなどと比べると、まだ６割程
度であり、今後も拡大が期待されている。
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図１　国内冷凍野菜の生産量推移
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出典：一般社団法人日本冷凍食品協会

図２　国内冷凍野菜の品目別生産量推移
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２　日本の冷凍野菜の変遷と現状
日本の冷凍野菜は、昭和１０年代半ばに
は、グリーンピース、そら豆、ほうれんそ
う、はくさい、キャベツなどが登場した。
そして、当時の軍需物資として取り上げら
れたことが大きなエポックとなった。その
後、３０年代前半になると、えだまめ、い
んげん、そら豆、きぬさや、グリーンピー
スなどが百貨店で販売されるようになり、
さらに、スーパーマーケットの急成長に
よって、冷凍食品売場の増加に伴い、冷凍
野菜も拡大した。
冷凍野菜の国内生産量は、３５年は
１３６９トンだったが、徐々に増加し、
４９年に５万トン、平成２年に１０万トン
を超えた（図1）。

しかしながら、主要品目の生産数量では、
コーンが５２年のピーク時で１万９１３１
トン、かぼちゃが５２年に１万８７６７ト
ン、ポテトが５４年に３万８６６１トン（図
２）といったように、主要品目の数量のピー
クは昭和に多く、平成以降は伸び悩み、令
和２年の冷凍野菜の国内生産量は
６万６０００トンであった。
一方、財務省貿易統計による冷凍野菜の

輸入量は、４３年は１１０９トンであった
が、５３年には国内生産量を超えた。翌
５４年には１０万トンを超え、平成２９年
には１００万トンを超えた（図３）。
昭和５０年代以降、冷凍野菜の供給は輸

入品が大勢を占めるようになり、現在、９
割以上を占めている（図４）。
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図３　輸入冷凍野菜の数量推移

図４　冷凍野菜の国内生産量・輸入量推移対比
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加している（表１）。
品目別に見ると、令和２年のポテトの輸

入量は３６万トンと輸入量全体の
３５．２%を占めている。また、近年、ブロッ
コリーの増加が目立っている（表２）。
前述のように、冷凍野菜の輸入量は大幅

な増加傾向で推移しているが、平成２０年
に発覚した中国産冷凍餃子中毒事件によ
り、同国産が大幅に減少した。その後、次
第に回復し、全体では、２２年に８０万ト
ン、２４年に９０万トン、２９年には
１００万トンを超えた。

また、国別では米国からの輸入が圧倒的
であったが、次第に、多品目の栽培が可能
で供給力に優れた中国での開発輸入が加速
度的に進み、平成１２年以降は、おおむね
中国が米国を上回って推移している（図５）。
また、品目別にみると、米国からはポテ
トが圧倒的に多いのに対し、中国からは、
ほうれんそう、さといも、ブロッコリー、
えだまめ、おくらなど多品目の冷凍野菜が
輸入されている。
最近１０年間では、上位２国を除いた主
要国として、タイが横ばい、カナダが減少、
エクアドル、ベルギー、オランダなどが増
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図５　輸入冷凍野菜の国別数量推移（中国・米国）
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表１　輸入冷凍野菜の国別数量推移
（単位：トン）

国名 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

中国 368,073 303,586 296,212 329,207 369,923 384,011 403,065 408,230 388,261 403,938 432,325 463,126 481,834 471,861

アメリカ 289,235 297,974 302,357 327,477 339,363 367,115 314,334 296,494 281,865 308,580 326,192 317,509 334,961 311,928

タイ 34,200 40,034 41,643 45,946 47,519 48,566 44,774 44,997 47,288 50,113 51,814 50,724 49,529 46,105

ベルギー 5,499 9,049 11,961 15,551 15,714 16,188 19,285 18,850 36,445 29,861 32,464 34,509 34,021 34,214

台湾 21,125 23,716 24,538 26,823 30,388 32,572 30,054 31,069 32,419 31,486 36,120 32,600 33,094 32,267

エクアドル 6,907 6,996 7,659 8,410 10,806 14,088 12,037 14,964 18,176 19,783 21,822 27,592 28,654 28,168

オランダ 1,026 1,078 463 384 366 2,203 5,124 8,557 19,991 22,961 25,097 35,000 29,773 24,521

カナダ 39,843 35,581 30,329 30,474 34,482 29,069 38,159 27,671 27,512 18,964 16,085 20,786 21,261 15,653

その他 55,220 52,550 45,836 45,134 50,795 58,229 57,419 57,132 59,561 57,525 66,864 70,092 76,322 68,039

合計 821,128 770,564 760,998 829,406 899,356 952,041 924,251 907,964 911,518 943,211 1,008,783 1,051,938 1,089,449 1,032,756

出典：一般社団法人日本冷凍食品協会

表２　輸入冷凍野菜の品目別数量推移
（単位：トン）

品目 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

ポテト 308,351 315,733 320,000 347,445 361,202 385,554 347,254 327,036 342,094 350,220 377,754 381,644 395,440 363,808

豆類（枝豆、
インゲン等） 116,045 106,412 103,261 114,422 117,876 118,372 117,336 115,252 115,564 119,080 109,162 120,680 120,844 112,294

ブロッコリー 23,788 22,712 23,116 26,577 31,360 36,059 34,441 38,679 42,589 45,737 48,753 57,334 59,059 58,620

コーン 47,518 44,964 43,162 42,420 46,858 48,607 47,283 41,764 44,491 49,776 53,917 54,175 52,775 48,934

ほうれん草 24,212 23,118 22,084 27,088 33,433 32,421 34,888 38,263 40,657 42,469 45,496 51,800 49,287 48,053

さといも 45,546 38,845 37,544 36,297 38,781 39,433 40,936 45,537 32,138 33,042 31,191 32,059 31,901 30,138

混合野菜 29,824 23,281 21,695 23,436 26,937 27,114 27,290 24,239 22,271 22,610 23,944 24,732 23,488 24,386

その他野菜 225,844 195,499 190,136 211,721 242,909 264,481 274,823 277,194 271,714 280,277 318,566 329,514 356,655 346,523

合計 821,128 770,564 760,998 829,406 899,356 952,041 924,251 907,964 911,518 943,211 1,008,783 1,051,938 1,089,449 1,032,756 

出典：一般社団法人日本冷凍食品協会

３　�コロナ禍での冷凍野菜および今後の可
能性
昨年、コロナ禍での家庭用冷凍食品は、
家庭内での調理が大幅に増加し、使用頻度
の増加、多面的な使用など、新たな需要や
使用方法に変化が生じた。また、新たに冷

凍食品の良さに気づいた、あるいは非常食
としての新規顧客の獲得も進んだ。そうし
た中、今後の課題として、新規顧客に一過
性ではなく継続的に利用されること、ある
いはさらなる新規顧客獲得などが求められ
ており、そこへの新たなアプローチや展開
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が必要となっている。
一方、業務用の回復にはまだまだ時間が

かかりそうである。外食産業では、緊急事
態宣言・まん延防止対策などによる休業や
時短営業が継続され、企業の社員食堂など
の産業給食では、在宅勤務が定着し、食数
は元には戻らない状況などが継続してい
る。学校給食でも、昨秋にはおおむね再開
したが、短縮授業や時差通学、あるいは始
業の遅れなどもあり、完全には回復してい
ない。当協会の調査では、デリカ総菜でも
冷凍食品の使用頻度が減っている。しかし
ながら、当協会が実施中の学校給食調査で
は、より調理が簡便な商品などが求められ
る傾向が出てきており、冷凍食品の今後の
増加も期待される。

昨年前半、家庭用の冷凍野菜は購入額が
大きく増加した。また、廃棄ロス、家庭内
ごみの問題が問われる中、ロスや廃棄物が
少ない冷凍野菜への注目がますます高ま
り、昨年後半以降も緩やかな増加を継続し
ている。

一方、業務用の冷凍野菜では、昨年より
いくらか回復はしたが状況は厳しいままで
ある。しかしながら、急速に増加している
テイクアウトやデリバリー業態では、冷凍
野菜が長時間保存でき、下処理不要でその
まま使えることで、あらためて注目を集め
ている。いずれにしろ、今後のコロナ収束
後に向けて、新たな展開や今までにない提
案を行っていくことが求められている。

冷凍食品は「手抜き」とネガティブに言
われることが依然として多く、当協会では
その認識を変えるべく「冷凍食品は手抜き
ではなく手間抜きである」をキャッチフ
レーズとして、栄養のある冷凍食品を上手
に使うことをアピールしている。そうした
中、昨年、「冷凍餃子は手抜きだ」と夫に

いわれた主婦のSNSでのツイートに、冷
凍食品メーカーが反応して始まった「冷凍
餃子 #手間抜き論争」があった。そのメー
カーの反応に、「いいね！」が４４万件、
動画再生数が９０万回にのぼり、昨年の
PRアワード（注）でシルバーを受賞するな
ど、大きな話題を呼んだ。また、今年の東
京オリンピックの選手村食堂で、海外選手
の多くから、冷凍餃子が「世界一おいしい
餃子」としてSNSを通じて発信され、冷
凍食品の認識も大きく変わりつつある。

注： 優れたＰＲ事例を選考・顕彰することで、
ＰＲの普及と発展に寄与することを目的に、
公益社団法人日本パブリックリレーション
ズ協会が毎年実施している。

冷凍野菜は、「手抜き」と言われる以外に、
ブランチング（短時間、熱湯に漬けたり、
蒸気を当てて鮮度を保つ手法）や冷凍に
よって、栄養素や味が損なわれる、冷凍は
新鮮でないなどのイメージが根強くある。
当協会では、ブランチングは、野菜の酵素
の不活性化や貯蔵中の変質・変色を防ぎ凍
結による組織の破損を防ぐものであるこ
と、例えば、マイナス１８度以下ではほう
れんそうなどでのビタミンCの貯蔵中の減
少は極めて緩やかであり、生鮮品と比べて
も遜色がないことなどを説明している。
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森実　俊彦（もりざね　としひこ）
【略歴】
昭和61年4月　食品メーカーに入社
令和2年4月　一般社団法人日本冷凍食品協会に入会
令和2年6月より現職

また、冷凍野菜は最適（旬）の季節に栄
養価が高く鮮度の良い原料を加工するため
「冷凍だから新鮮」であること、使いたい
量だけ手軽に使えて余ったものも保存でき
ること、下処理してあるため調理時間も短
縮でき、家庭ごみや洗い物が少なくなるこ
と、種類が豊富にあるため料理メニューの
バリエーションの広がりに役立つことなど
をアピールしている。このような冷凍野菜
のメリットが浸透してきたことも、消費の
増加に繋がってきたと思われる。
国産冷凍野菜の生産量が低迷している要
因としては、昭和５０年代半ば以降、国内
品が輸入品に比べて割高であることが顕著
となり、輸入品との価格競争力の劣勢が大
きくなっていったこと、国内の原料作物の
安定供給や数量確保などが難しくなって
いったことなどが挙げられる。しかしなが
ら、国産需要は、家庭用では量販店、業務
用では学校給食などで根強くある。
一方では、国内で冷凍野菜事業への参入
には多額の投資が必要となること、生産で
の人員確保の問題、人件費、輸送保管費な
どのコスト等の問題もあるが、輸入品には

※�今年からキャッチコピー及びロゴマーク
を変更致しました。

ない新たな価値創造、より発展した契約栽
培などによる安定供給（実需者により対応
した生産）、新たな商品開発などにより、
さらなる発展の可能性が十分あると考えら
れる。


